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多⽂化コミュニケーション論

担当者 荒川 雪(アラカワ ユキ)

年度 2021 授業コード 1540215001 科⽬ナンバリング
対象年次 1〜4 授業形態 講義 単位数 2

時間割 春⽊４ 開講キャンパス ⽩⼭ 教室
⽩⼭の⾮対⾯授業
（メディア授業）

主たる使⽤⾔語 ⽇本語 実務教員科⽬
授業科⽬区分
授業回数
受講対象学科

【サブタイトル】
現代国際関係

【講義の⽬的・内容】
今⽇の世界はグローバル化と反グローバル化が同時に現れ、混迷しています。専⾨家の間では、今⽇の国際関係における諸相は20世紀
前半に類似している部分が多いとの指摘もあります。この授業では、第⼆次世界⼤戦前から21世紀初頭までの国際関係について議論し
ます。グローバルな視点で世界各国をめぐる国際関係の変化がもたらした影響について議論するため、本講義は⽇本、アジアにとどま
らず、ヨーロッパ、アメリカ、ラテンアメリカ、中東やアフリカなどの地域についても学習の範囲として広げ、広い視野で現代の国際
関係について議論します。

【学修到達⽬標】
国際社会、国際関係の歴史とそれによる今⽇への影響に関する基礎知識を⾝に着けてもらい、現在の国際社会における問題点を理解で
きるようにします。また世界各国・地域で⾏われた戦争や政治の変動が、国際関係に与えた影響を理解してもらう上で、他者の⽴場に
⽴って問題を分析し、対処する能⼒を⾝に着けてもらいます。

【講義スケジュール】
第1回 オリエンテーション、国際関係論に関する概説
第2回 ヨーロッパの時代からアメリカの時代へ １
第3回 ヨーロッパの時代からアメリカの時代へ １
第4回 戦後を模索するアメリカと労働党政権下の戦後イギリス
第5回 ソ連におけるスターリン体制の再強化とドイツ第三帝国崩壊後のヨーロッパ
第6回 ⽇本帝国の敗北と東アジア
第7回 アジア、アフリカの植⺠地と第⼆次世界⼤戦後の世界
第8回 アメリカとラテンアメリカ諸国、国連の発⾜
第9回 ヨーロッパの冷戦とアジアの戦争
第10回 ⻄欧帝国主義の終幕と⽶ソ冷戦の継続
第11回 ベトナム戦争と⽶ソ中三国関係
第12回 第三世界の激動と⽶ソ・デタントの退潮
第13回 冷戦の終結と冷戦後の国際関係
第14回 アメリカの時代の終わり
第15回 まとめと期末課題
第16回 特別課題

【指導⽅法】
春学期だけ開講します。本講義は、オンライン授業による実施を基本としています。授業実施の⽇時ですが、テレビ会議⽅式（Webex
Meeting）の遠隔授業（同時双⽅向型授業）を実施し、時間割に定められた曜⽇・時限で⾏います。ToyoNet-ACE上で表記した授業⽤ア
ドレスから毎回の授業の時間に⼊室して、授業に参加してください。授業⽤資料の事前配信しますので、必ず指定した教科書及び
ToyoNet-ACEのコンテンツ上でアップしたPDF資料を事前の学習し、毎回の授業で指⽰した課題をレポート機能あるいはレスポンの機
能で指定した締め切りまでに提出してください。ネット環境によってWebex Meetingのオンライン授業に参加できない場合、ToyoNet-
ACE上でアップした資料の指⽰に従い、課題を必ず提出してください。 
シラバスのテーマにそって現代国際関係史に関連する事項を紹介し、関連問題について議論します。教科書とPower Pointを使っての授
業となります。オンライン授業のため、授業中に質問はできるだけWebexのチャット機能を使って訊いてください。授業後ToyoNet-
ACE上で課題と質問を出してもらいますので、授業後に出した質問について次回の授業で回答します。
なお、提出された課題に対しては、質問を含む個別指導等を毎回の授業後に実施します。

【事前・事後学修】
授業内容を理解してもらうために、教科書の関連個所を授業中に指⽰するので、必ず事前に読んでおくこと。毎回授業の後、しっかり
復習し、教員の講義に対する質問・コメントを必ず提出してもらう。また授業時に教員が指⽰した課題についても必ず締切までに
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ToyoNet-ACEを通じて提出してもらいます。平常点の判断基準になりますので、提出忘れがないように注意してください。事前事後学
習は毎週1-2時間程度必要。

【成績評価の⽅法・基準】
期末課題 30％
平常点（授業中の議論への参加度、授業後の提出課題など）70％

★成績評価は東洋⼤学の成績評価の基準に準拠します。

【受講要件】
現代国際関係における興味がある学⽣なら、だれでも受講できる。授業中の議論へ積極的に参加してもらいたい。

【テキスト】
有賀貞著『現代国際関係史:1945年から21世紀初頭まで』東京⼤学出版会、2019年(3500円+税)
教科書以外はパワーポイントなどの資料の形でToyonet-ACEを通じて提供します。

【参考書】
⽊畑洋⼀著『⼆〇世紀の歴史』岩波書店(岩波新書), 2014年（900円+税）

【関連分野・関連科⽬】

【備考】

【添付ファイル1】
【添付ファイル2】
【添付ファイル3】
【リンク】


